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橋全体の積分値を算出したところ 9.8 g/kgとなる。なお，

Fig. 4の気流動を無視した場合の結果は，絶対湿度

10.3 g/kgであり，数値流体解析の結果とほぼ一致してい

る。

Fig. 7は，ダイアフラムで囲まれた部屋のうち 3ヶ所に

着目し，絶対湿度の変化を定量的に示したものである。着

目した箇所は，除湿機に最も近い部屋（Fig. 5 q），中間

支点上の部屋（Fig. 5 w），およびダクトの末端にあたる

部屋（Fig. 5 e）であり，各部屋における絶対湿度の時間

的変化を示，�: のFig. は（）�:
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度が 60％を超えることはほとんどなく，除湿機の効

果により次第に低下し，4日後には相対湿度は 10％程

度に至る。また，初期の相対湿度の上昇は，温度低下

による飽和水蒸気量低下の影響が大きく，それに比べ

て温度収縮による外気流入の影響は小さいことが分

かった。

（2）数値流体解析によって，桁内の相対および絶対湿度分

布の時間的変化を視覚的かつ定量的に示した。桁内除

湿システムは欧州を中心に適用例が増えているが，数

値流体解析を用いて流れを考慮して，除湿性能の検討

を行った例は見当たらない。流れを考慮した除湿性能

の検討により，時間的な湿度変化だけでなく，空間的

な湿度分布まで明らかになった。その結果，本稿で提

案した除湿システムでは，桁内全体が比較的均一に除

湿されることが分かり，部分的に腐食が進行する可能

性は低いことが示された。

　なお，本稿では，ダクトの横孔サイズと配置間隔を一律

に設定したが，これらをパラメトリックに調節し，桁内全

体を均一に除湿できる最適な手法があると考えられる。ま

た，これら以外のパラメータとしては，桁内空間の大きさ，

桁内の仕切り方，ダクトの径と長さ，乾燥空気の供給量，

気象条件などが挙げられる。これらの最適化を図ることが

できれば，より経済的なシステムを構成することが可能に

なるであろう。最後に，鋼鈑桁橋梁などにおいても，外装

板を使用し箱桁と同程度の密閉状態が確保できれば，本除

湿システムが適用可能であることを付言しておく。
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Fig. 8  Time history of relative humidity
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